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「漱石先生の
手紙が教えて
くれたこと」

「冬眠のひみつ」
～からだの中で
何が起こって

いるの？～

「自由を盗んだ
少年」

～北朝鮮
悪童日記～

小山　慶太／著
岩波書店

近藤　宣昭／監修
ＰＨＰ研究所

金　革／著
太田出版

夏目漱石は畏るべき“手紙魔”だった。
22歳から没する49歳までの間に書か
れた手紙は、優に2500通を超え、実
生活においても創作においても、漱
石を語る上で、手紙は重要なキーワー
ドとなる。漱石が若い人たちに送っ
た多くの手紙を通して、新たな文豪
の素顔に迫る。

体温が下がり、生きるためのからだの
はたらきが低下して、普段とは違う状
態になる「冬眠」。カブトムシ、クマ、
トノサマガエル、ソメイヨシノなど、
生きものの冬のすごし方である「冬眠」
や「冬ごし」について、イラストや写
真でわかりやすく説明する。

7歳のときからコッチェビ（ストリート
チルドレン）となり、13歳で父と死別
して以降、飢餓と伝染病が蔓延する孤
児院に入れられた少年。彼に負わされ
た役割は、次々に死んでいく子どもた
ちを埋葬することだった。北朝鮮から
「生還」した著者が、その半生を赤裸々
に綴る。
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